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去
死
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日時　1999年 10月 23日（土）
午後３時～５時

場所　看護学科第１講義室
議案
1.  1998 年度の事業報告
　　　　　　  決算報告
2.  1999 年度の事業計画
　　　　　　　　  予算
3.   その他

同封のはがきで出欠をご連絡ください
　　　10月 20日（水）必着
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学外臨床実習を終えて
新しいカリキュラムでの学外臨床実習が終わった。
学ぶ側も受け入れる側もそれぞれ初めての経験である。
５月 31日から 7月 31日の８週間を振り返ってもらった。
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一般病院からの感想と意見 社会保険滋賀病院　内科・消化器科

第二岡本総合病院　脳神経外科 木戸岡　実
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　実習病院の同窓の先生方には、日常の診療業
務だけでも忙しい中での学生の指導、本当にご
苦労さまでした。確かに全ての学生が強い意欲
を持って実習に臨んだのではないかもしれませ
ん。初めての試みで指導者以上に学生側も手探
りだったことと思います。でもここで 10数年
前、20 年前を思い出していただきたい。自分
が学生だ った頃のことを、どうやって学習意欲
が形成されたかを。色々な人との出会いが、影
響していたのではないでしょうか。今は私たち
卒 業生が学生に意欲を与える存在になってい
るのではないでしょうか。何よりも、以前の学
外実習で邪魔者扱いされたほぞをかむような思
いを思い出していただきたい。
 　学生諸君は、実習病院へ行ってみたものの、
どうすればいいのかよく分からない、指導の先
生は忙しくて迷惑かも、と遠慮もあったことと
思います。でも、同じ大学の卒業生、先輩には
もっと甘えていいと思います。体当たりでぶつ
かっていってほしい。そして形式張った反省会
などではない、どこが良くなかったか、どうす
れば有意義に過ごせるか、生の意見を後輩に伝
えてほしい。
　　　　　法医学助教授　西村明儒　（７期生）
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牧石徹也（17期生）
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　医師になって 10年が経ちました。今
の自分は 10年前に思い措いていた私と
は少し違うような気がします。当時は
研修医を終えたらあれをして、これをし
てといろいろ考えていました。ところが
大学院をきっかけに基礎研究にのめり込
んでしまったのです。というと聞こえが
よいですが、今思うと研究云々というよ
り、研究をご指導いただいた解剖学教室
の前田名誉教授邸で夜な夜な開催される
名物ビアパーティーが楽しみだった。と
いう方が正しいように思います。アミン
や睡眠のはなしからフランス文化やラテ
ン民族について、また蛙はなぜなくの
か、はては人生相談に至るまでいろい
ろな話を聞くことができました。集まっ
てくる人も多彩・・で、眼科以外のたく
さんの先生方と知り合えたことも大きな
魅力でした。このような環境での研究は
自然と楽しいものになりました。そんな
わけで現在も細々ながらも研究を続け
ています。先日シアトルで開催された
ASCRS（米国白内障・屈折矯正手術学
会）で，アトピー性白内障の発生機序を
組織学的に検討したポスター発表をし、
最優秀賞をいただきました。ポスター
は 128 人が出していたので、今でも信
じられない思いでいっぱいです。その内

私の研究

容は次のとおりで、「アトビー性白内障
（Atopic  cataract： AC）の発生原因
はいまだ詳細不明であるが、これまでの
報告でMajor basic protein（MBP) と
いう細胞障害性のタンパクが、ACの水
晶体前嚢上皮細胞にのみ認められ、加齢
性白内障では見られないことからMBP
が ACの発生に関与するとされている。
一方、近年 Protein gene product 9.5
（PGP9.5）というタンパクが、 細胞内
に発生した異常タンパク質の処理に関
係した働きも持っていることが分かっ
てきた。今回われわれはこの点に着目
し、ACに PGP9.5 が関与しているかど
うかを調べるために、術中採取したヒト
の加齢性およびAC水晶体の前嚢上皮細
胞を含んだ前嚢組織を、PGP9.5 および
MBPの抗体を用いた免疫組織学的手法
により光学顕微鏡、電子顕微鏡および共
焦点レーザー顕微鏡を用いて観察した。
その結果、得られた所見より、PGP9.5
は ACにおいてその発生を制御している
こと、さらにはAC混濁はアトビーとい
う stress によりMBPのような細胞内
の異常タンパクが過剰に産生されるため
その処理機構が追いつけず発生している
可能性が示唆された。」というものです。
　このシアトルには，２年ほど前にカ

済生会滋賀県病院　眼科医長

　中嶋順子

ナダのバンクーバーのBritish Columbia
大学に留学していたときに一度訪れてい
たので、定評のある夜景は初めて見たわ
けではなかったのですが、きっと賞のあ
とで気を良くしたせいでしょう。シアト
ルの夜景が何倍にもきれいに見えまし
た。翌日の日本人ドクターを集めたパー
ティーでもワインがついついすすみ、ア
メリカの食事も結構おいしいじゃないな
どといい気分になってしまいました。そ
こでお会いする先生はほとんど初対面の
方ばかりでしたが、賞のことを知ると皆
「どんな内容？，どんな内 容？」と真剣
に聞いてくださったり感動していただい
たりと、研究も大変だけれど続けてきた
甲斐もあったなあと思いました。
　さて最後になりましたが、ご指導いた
だきました前田名誉教授をはじめ第１解
剖の先生方、共同研の皆様そして可児教
授、眼科学教室の先生方にこの場をお借
りして心よりお礼申し上げます。いつも
たくさんの方に助けていただいてなんと
か形にさせてもらっており、とても感謝
しております。今後もご迷惑をおかけす
ることがあろうかと思いますが何卒よろ
しくお願い申し上げます。皆様のおかげ
を持ちまして今回の学会は、私にとって
とても楽しく幸運なものとなりました。
さらにこれらの機構の解明が進めば、白
内障全般においてもその発生を予防でき
るようになる可能性もあり、微力ながら
今後も探求していければと思っておりま
す。

　　学会会場にて
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（10期生）

　　　99アメリカ白内障屈折矯正手術学会で
　　　　　　　　　最優秀賞を受賞して 



　私がUniversity of Oxford Nuffield Department of 
Pathology and Bacteriology の J.O'D McGee 教授の
もとを訪れてから早、2 年が経とうとしています。滋賀
医科大学第１外科で乳腺外科を志す私がここを留学先に
選んだ理由は、英国における乳癌患者数が日本の約５倍
と非常に多いことと、McGee 教授が 11番染色体やそこ
に位置するHeat shock cognate70 と乳癌を研究する
第一人者であったからです。来英初日、英語が全く通じ
ず、途方にくれました。また、今年５月、突然McGee
教授が網膜の病気の為に退官されたこともショックでし
た。「優しい秘書さん」なしではやって来れませんでした。
今は帰国を前にして、研究がまとまらず焦りを感じてお
ります。 そういう状況ではありますが、他国を見ること
で、日本人としての自分を強く感じ、 日本を外から見る
事ができたのは本当に良かったと思います。 私は、病院
の flat に住み、日本人１人、インド人２人、英国人２人、
そしてアイルランド人と共同生活をしました。時に、常
識と考えていたことが逆なので驚きました。 例えばイン
ドでは、トイレの戸は開けておくのが常識の様です !? ア
イルランド人は、文化が似ていて、優しいです（「salt in 
the sea」と呼ぶそうですが）。 日本が本当にAmerican
だと思ったのは、中学の時から習ってきた英語がすべ
て「米語 」だったからです。ジェームス・ボンドの英語
は「英語」でなければならない、とこちらの人は言いま
すが、確かに英語と米語は東京弁と関西弁以上に違うよ
うです。 英国の一般人は、1600年代に建てた２戸建て
の家に住み、食贅沢はせず、庭いじりと日向ぼっこ、パ
ブでの討論を好みます。Second を売る店も沢山ありま
す。それらはCancer Research Fund等のチャリティー

ショップですので、買う人も買い易く、よくできたもの
です。質素でありつつ生活を enjoy している英国人に見
習う事は多いかもしれません。 英国人は日本の文化や
技術の素晴らしい所は認めてくれますが、最終的には旧
大英帝国の誇り（？）を持っていて、自分が最も正しい
と考えています。また、議論で納得できないと動かない
頑固さもあり、英語で主張できない人間は相手にしてく
れません 。日本人も誇りと主張を持っていたいと思い
ます。こちらの医療は予算制で、不要（?）と思われる
ものは徹底的に省略されています。 バーミンガム病院
の肝移植外科とラボのあるOxford John Radcliffe 病院
の消化器外科を見学しましたが、いずれも必要最小限で、
入院期間も短く、炎症性腸疾患の術後（非常に多いので
すが）でさえも術後 2週間しか入院が許されていない状
態です。 乳癌に関しては、Oxford 州では 7年前から検
診制度が行われて成果をあげています。 毎年 2000 人
を検診して約 10人を精査して約５人の癌がみつかるそ
うです。乳腺外科医 、病理科医、放射線診断医、放射
線治療医、oncologist、マンモグラフィー技師（なぜか
みんなお婆ちゃん？）、専門 nurse 達が週１回集まって
全ての症例を検討してい ます。微小石灰化を伴う多発
微小乳管内癌が多いという印象を受けました。手術では 
implant が通常に行われており、１週間で退院します。 
Oxford の「小児ホスピス」はヨーロッパでも最初にで
きたようです。親へのケアーも含めて、最後の時を一緒
に過ごす施設が完備されています。費用はすべて寄付で
まかなわれ、在宅身体障害者の一時滞在にも利用されて
います。宗教的な違いはありますが、このような施設が
日本にも必要だと思いました。 本当に色々な人に出会
い、色々な事を知り、そして、色々な目に会いました。
全てが良い経験でした。留学を志す方にはぜひ実現して
頂きたいと思っております。

梅田朋子（８期生）

オックスフォード留が　 記苦

college の庭で
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　先号の湖都通信（30号）にて、宮本義久氏（3期生）と
小西孝明氏（7期生） の弔慰文を掲載させていただきました。
その湖都通信発送時に「小西孝明君遺児に対する支援（募金）
のお願い」と振替用紙を同封したのですが「どうして対応
が違うのですか？」というお問い合わせがありました。 そ
こで同窓会としての会員・御遺族への対応などについて説
明させていただきます。
　会員・御遺族への対応については、二人の会員が相次い
で亡くなられた際、 学年幹事の間から遺児基金の設置につ
いての提案があり、それを受けて常任幹事会で様々な面か
ら検討しました。　結果としては、資金計画・個々の御遺
族の考え・今後の見通しなどの面により、同窓会の事業と
しては対応せず、学年幹事の要請を受けて個別に対応する
ことになりました。　そのため今回各々の学年での対応が
異なり払込み用紙は１枚になりました。
　説明に不十分なところがあり、会員各位にご心配をおか
けいたしましたことをお詫び申し上げます。

1998年度第２回常任幹事会　　（'99.5.20）
１. 名簿発行について 　
　　特別会員の電話番号と電話帳に載っている範囲で大学の医局電話番号を
新　　しく掲載することになった 
２. 学外公開講座について 　
　・大学とのタイアップではなく、県（保健所）と一緒に市民講座のような
も　　のを開催する方向で 話を進めていく　　 
３. ホームページについて 　
　・６月に開設 　
　・学年別メーリングリストを作りたい
４. 遺児基金について・・・右囲み記事参照 　　

第 28回幹事会兼 1998年度第３回常任幹事会　（'99.8.31）
　（1）1998年度の事業報告・決算報告
　（2）1999年度の事業計画案・予算案 　　＜承認され総会へ＞ 
　（3）各担当幹事からの報告　
２. 役員改選について 
　　現体制で継続する　　＜承認され総会へ＞
３. その他 
　1）臨床実習に関わった卒業生にアンケートをすることになった
　2）「湖医会賞」について 　　
　　多方面に於いて活躍する同窓生に対し、湖医会独自の賞を設置する方向
で　　考える 
　3）湖医会主催の講演会（生涯教育、公開講座）の実施について 　　　

遺児基金について

　今年で若鮎祭も第２４回を迎えることとなりました。今まで培っ
てきた伝統を受け継ぎつつ、新たなことへ挑戦しようとスタッフ
一同意気込んでいる毎日です。／今年はメイン企画として『臓器
移植』を取り上げようと思っております。将来医療に携わってい
く者として、我々はこのテーマを真剣に考え、今後臓器移植がど
うあるべきか問題提起の場にしていきたいと考えております。／
そのほかにもさまざまな企画を用意しておりますので、ぜひ足を
運んでください。スッタフ一同心よりお持ちしております。 
　　　　　　　　　     　 若鮎祭実行委員会　山田 裕樹

 < 連絡先 >若鮎祭実行委員会　福利棟２Ｆサークル連絡室ＴＥＬ 077 ｰ 548 ｰ 2093

議　事　録

ミシガンナイトクルージング　
                    (10 月 17日 )

若鮎祭スケジュール

日時：10月 23̃24 日 
メイン企画　『臓器移植』

水上ステージ企画 , 各種展示
子供動物園 , コンサート
模擬店 , 学内レガッタ　　　　　

第 25回 若鮎祭　Be cool! 
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